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Fisher's exact probability testをそれぞれ用いて統計的有意差
があるか検討した。
【結果】各群の患者背景を比較したところ、コントロール群
に対して被験薬群の相対治療強度（RDI）が有意に高いこと
が分かった。そこで、RDI95%未満を除外して比較したとこ
ろ、ドセタキセル投与後に浮腫が発現した症例は、コント
ロール群11例中８例、非エタノール製剤群11例中８例であり
有意差はなかった。コントロール群においてRDI95%以上の
群と95%未満の群を比較したところRDIが95%以上の群におい
て浮腫発現割合が有意に高かった（P < 00.1）。
【考察】結果よりドセタキセル非エタノール製剤は先発品に
比べ浮腫発現リスクを高めるとはいえないことが示唆された。
RDIが95%未満の群において95%以上の群よりも浮腫発現割合
が少ないことから、RDIを下げることで浮腫の発現を回避で
きる可能性が示唆された。しかし、今回の調査が後ろ向きで
あることから、詳細な検討については今後の検討課題である。
